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春学期授業開講期間

夏学期授業開講期間

秋学期授業開講期間

冬学期授業開講期間
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月/曜 日 月 火 水 木 ⾦ 土 月/曜 日 月 火 水 木 ⾦ 土
（2023年） （2023年） ①① ①① ①① ①① ①①

1 1 2 3 4 5 6 7
入学式 スポーツの日 ②② ②② ②② ②②

2 3 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14
①① ①① ①① ①① ②② ③③ ③③ ③③ ③③

9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21
①① ②② ②② ②② ②② ③③ ④④ ④④ ④④ ④④

16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26 27 28
②② ③③ ③③ ③③ ③③ 昭和の日

いちょう祭準備 ④④ ⑤⑤
23 24 25 26 27 28 29 29 30 31

30
いちょう祭

いちょう祭
後片付け

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 ⑤⑤ 大学祭準備 文化の日
大学祭

大学祭

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
③③ ④④ ④④ ④④ ④④ 大学祭 大学祭片付け ⑥⑥ ⑥⑥ ⑤⑤ ⑤⑤

7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
④④ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑥⑥ ⑥⑥

14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
⑤⑤ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑧試⑧ ⑧試⑧ 勤労感謝の日 ⑦⑦

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
⑥⑥ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑦⑦

※木曜日分
⑧試⑧

※月曜日分
⑧試⑧

28 29 30 31 26 27 28 29 30

⑦⑦ ⑦⑦ ⑧試⑧
1 2 3 1 2

⑦⑦ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ①⑨
4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9

⑧試⑧ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ②⑩
11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16

①⑨ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ③⑪ ③⑪ ③⑪ ③⑪ ③⑪
18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

②⑩ ③⑪ ③⑪ ③⑪ ③⑪ ④⑫ 集中講義 集中講義 集中講義

25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

31
(2024年) 元日 ④⑫ ④⑫

1 1 2 3 4 5 6
③⑪ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ 成人の日 ④⑫ ④⑫ ⑤⑬

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13
④⑫ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑥⑭ ⑤⑬

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20
海の日 ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑦⑮ ⑥⑭

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27
⑤⑬ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮

23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31
⑥⑭

30 31
⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑦⑮
1 2 3 4 5 1 2 3

⑦⑮ ⑧試試
※月曜日分

集中講義 集中講義 集中講義
山の日 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試

※⾦曜日分
6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

建国記念の日 振替休日

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17
天皇誕生日

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

27 28 29 30 31 25 26 27 28 29

31

1 2 1 2

3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16
敬⽼の日 秋分の日 春分の日

17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

31
・・・土・日・祝日及び休業日又は授業未実施期間を示す（緑字は祝日）。 〇数字 〇数字

試 試
・・・大学⾏事又は入試準備のための臨時の授業未実施日（予定）を示す。

春〜夏学期（第1セメスター） 秋〜冬学期（第2セメスター）

令和5（2023）年度 学年暦【⼈⽂学研究科（外国学専攻、日本学専攻応⽤日本学コース）】

1月7月

10月
４月

8月8日は月曜日の振替授業・試験実施日

11月5月

11月28日は木曜日の振替授業実施日
11月29日は月曜日の振替授業・試験実施日

12月６月

入学式 4月4日 注︓8月8日（⽕）は月曜日の振替授業・試験実施日
11月28日（⽕）は木曜日の振替授業実施日

ターム科目の授業日 セメスター科目の授業日
ターム科目の試験日 セメスター科目の試験日

2月8日は⾦曜日の振替授業・試験実施日

9月 ３月

8月 ２月

10月1日－3月31日

オープンキャンパス 未定

セメスター科目（〇数字）
学期期間 4月1日－9月30日

11月29日（水）は月曜日の振替授業・試験実施日
2月8日（木）は⾦曜日の振替授業・試験実施日

窓口休止 1月12日

集中講義期間 8月9日－11日 12月26日－28日
補講期間 指定なし。 指定なし。

履修登録期間 掲示に従うこと。 掲示に従うこと。
履修取消期間 掲示に従うこと。 掲示に従うこと。



人文学研究科日本学専攻 学位プログラム「応用日本学」 

教育目標 
 

学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科の教育目標のもと、次のような能⼒を⾝
につけた⼈材を養成することを目的とします。 
 
・⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちに捉え、日本語・日本⽂化を通して日本と世界を結ぶ

とともに、⼈類の抱えるグローバルな課題に対しても日本研究の最先端の知⾒に基づいて積極的な発
信を⾏うことのできる⼈材 

・研究成果を国内外に向けて発信し社会実装することのできる⾼度な俯瞰⼒、デザイン⼒及びコミュニ
ケーション⼒を⾝につけた⼈材 

 
 ⽐較日本学分野、応用日本語学分野、日本語教育学分野の 3 分野から成る学位プログラム「応用日本
学」は、博⼠前期課程及び博⼠後期課程を通じて、上記の能⼒を兼ね備え社会の多様な分野のプロフェ
ッショナルとして活躍し得る⼈材の育成に取り組みます。 
 
【博士前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
 学位プログラム「応用日本学」においては、⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちに捉え、
その観点から日本語・日本⽂化についての専門的理解を深めるとともに、先端的かつ⾼度に専門的な日
本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本と世界を結ぶことにより、日本研究の領域から⼈⽂学の
新たな展開に貢献します。 
○⾼度な教養 

日本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒を基礎としつつ、現代にふさわしい
⾼度な情報リテラシーを培い、また複眼的、俯瞰的に思考する訓練を積むことで、対象を多角的に評価
できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な日本語能⼒、日本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒を基礎
としつつ、豊かなコミュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運用能⼒、そして他者や異⽂化に対する
鋭敏な感受性と深い理解⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、日本研究の新たな展開に貢献し、その成果を国内外で発信し
社会実装するためのデザイン⼒を養います。 
 
【博士後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
 学位プログラム「応用日本学」においては、⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちにしっか
りと位置づけ、その観点から日本語・日本⽂化についての専門的理解を深めるとともに、先端的かつ⾼
度に専門的な日本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本と世界を結ぶことにより、日本研究の領
域から⼈⽂学の新展開を先導します。 
○⾼度な教養 

日本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などについての深い学識を基盤として、現代にふさわしい⾼度

(2023年4月1日～2024年3月31日)

月　日　(曜) 行　事　等

4月1日(土) 4月4日(火) 春季入学式

4月10日(月) 4月初旬 新入生ガイダンス(4月入学者)

4月11日(火) 4月3日(月)～21日(金) 春～夏学期履修登録

4月中 ［D3⑩］博士論文題目の提出期限

［M2⑩］修士論文題目の提出期限

4月29日(土) いちょう祭準備(授業休講)

4月30日(日)～5月1日(月) いちょう祭(授業休講)

5月2日(火) いちょう祭後片付け(授業休講)

6月9日(金) [D3⑩]博士論文の提出期限

6月中 [D1⑩]博士論文第1次中間発表会

7月19日(水) [M2⑩]修士論文の提出期限

7月下旬 [D3④]博士論文最終発表会

8月11日(金) 8月9日(水)～11日(金) 集中講義期間

8月12日(土) 9月上旬～10月上旬 [M2④]修士論文最終発表会

9月～10月中 [D2④]博士論文第2次中間発表会

[M1⑩]修士論文中間発表会

9月21日(木)～10月12日(木) 秋～冬学期履修登録

9月30日(土) 9月終り～10月初め(予定) 新入生ガイダンス(10月入学者)

10月2日(月) 10月中 [D3④]博士論文題目の提出期限

[M2④]修士論文題目の提出期限

11月2日(木) 大学祭準備(授業休講)

11月3日(金)～5日(日) 大学祭(授業休講)

11月6日(月) 大学祭後片付け(授業休講)

12月中 [D1④]博士論文第1次中間発表会

12月19日(火) [D3④]博士論文の提出期限

12月28日(木) 12月26日(火)～28日(木) 集中講義期間

12月29日(金)

令和6年

1月3日(水)

1月4日(木) 1月中 [D3⑩]博士論文最終発表会

1月12日(金) 授業休講(大学行事のため)

2月8日(木) 1月19日(金) [M2④]修士論文提出期限

3月中 [M2⑩]修士論文最終発表会

3月～4月中 [D2⑩]博士論文第2次中間発表会

[M1④]修士論文中間発表会

2023(令和5)年度　人文学研究科日本学専攻(応用日本学コース)年間スケジュール

学　　期

【
春
～
夏
学
期
】

【
秋
～
冬
学
期
】

【凡例】[M1④]は博士前期課程1年生・4月入学者を、[D3⑩]は博士後期課程3年生・10月入学者を示す
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人文学研究科日本学専攻 学位プログラム「応用日本学」 

教育目標 
 

学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科の教育目標のもと、次のような能⼒を⾝
につけた⼈材を養成することを目的とします。 
 
・⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちに捉え、日本語・日本⽂化を通して日本と世界を結ぶ

とともに、⼈類の抱えるグローバルな課題に対しても日本研究の最先端の知⾒に基づいて積極的な発
信を⾏うことのできる⼈材 

・研究成果を国内外に向けて発信し社会実装することのできる⾼度な俯瞰⼒、デザイン⼒及びコミュニ
ケーション⼒を⾝につけた⼈材 

 
 ⽐較日本学分野、応用日本語学分野、日本語教育学分野の 3 分野から成る学位プログラム「応用日本
学」は、博⼠前期課程及び博⼠後期課程を通じて、上記の能⼒を兼ね備え社会の多様な分野のプロフェ
ッショナルとして活躍し得る⼈材の育成に取り組みます。 
 
【博士前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
 学位プログラム「応用日本学」においては、⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちに捉え、
その観点から日本語・日本⽂化についての専門的理解を深めるとともに、先端的かつ⾼度に専門的な日
本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本と世界を結ぶことにより、日本研究の領域から⼈⽂学の
新たな展開に貢献します。 
○⾼度な教養 

日本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒を基礎としつつ、現代にふさわしい
⾼度な情報リテラシーを培い、また複眼的、俯瞰的に思考する訓練を積むことで、対象を多角的に評価
できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な日本語能⼒、日本の⾔語や⽂化についての⽐較や交流の観点からの豊かな知⾒を基礎
としつつ、豊かなコミュニケーションを実らせる⾼度な多⾔語運用能⼒、そして他者や異⽂化に対する
鋭敏な感受性と深い理解⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、日本研究の新たな展開に貢献し、その成果を国内外で発信し
社会実装するためのデザイン⼒を養います。 
 
【博士後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
 学位プログラム「応用日本学」においては、⽐較や交流の観点から日本を世界的視野のうちにしっか
りと位置づけ、その観点から日本語・日本⽂化についての専門的理解を深めるとともに、先端的かつ⾼
度に専門的な日本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本と世界を結ぶことにより、日本研究の領
域から⼈⽂学の新展開を先導します。 
○⾼度な教養 

日本の⾔語・⽂化・社会・歴史・⽂学などについての深い学識を基盤として、現代にふさわしい⾼度

(2023年4月1日～2024年3月31日)

月　日　(曜) 行　事　等

4月1日(土) 4月4日(火) 春季入学式

4月10日(月) 4月初旬 新入生ガイダンス(4月入学者)

4月11日(火) 4月3日(月)～21日(金) 春～夏学期履修登録

4月中 ［D3⑩］博士論文題目の提出期限

［M2⑩］修士論文題目の提出期限

4月29日(土) いちょう祭準備(授業休講)

4月30日(日)～5月1日(月) いちょう祭(授業休講)

5月2日(火) いちょう祭後片付け(授業休講)

6月9日(金) [D3⑩]博士論文の提出期限

6月中 [D1⑩]博士論文第1次中間発表会

7月19日(水) [M2⑩]修士論文の提出期限

7月下旬 [D3④]博士論文最終発表会

8月11日(金) 8月9日(水)～11日(金) 集中講義期間

8月12日(土) 9月上旬～10月上旬 [M2④]修士論文最終発表会

9月～10月中 [D2④]博士論文第2次中間発表会

[M1⑩]修士論文中間発表会

9月21日(木)～10月12日(木) 秋～冬学期履修登録

9月30日(土) 9月終り～10月初め(予定) 新入生ガイダンス(10月入学者)

10月2日(月) 10月中 [D3④]博士論文題目の提出期限

[M2④]修士論文題目の提出期限

11月2日(木) 大学祭準備(授業休講)

11月3日(金)～5日(日) 大学祭(授業休講)

11月6日(月) 大学祭後片付け(授業休講)

12月中 [D1④]博士論文第1次中間発表会

12月19日(火) [D3④]博士論文の提出期限

12月28日(木) 12月26日(火)～28日(木) 集中講義期間

12月29日(金)

令和6年

1月3日(水)

1月4日(木) 1月中 [D3⑩]博士論文最終発表会

1月12日(金) 授業休講(大学行事のため)

2月8日(木) 1月19日(金) [M2④]修士論文提出期限

3月中 [M2⑩]修士論文最終発表会

3月～4月中 [D2⑩]博士論文第2次中間発表会

[M1④]修士論文中間発表会

2023(令和5)年度　人文学研究科日本学専攻(応用日本学コース)年間スケジュール

学　　期

【
春
～
夏
学
期
】

【
秋
～
冬
学
期
】

【凡例】[M1④]は博士前期課程1年生・4月入学者を、[D3⑩]は博士後期課程3年生・10月入学者を示す

春
～
夏
学
期

授
業
期
間

春
季
休
業

夏
季
休
業

秋
～
冬
学
期

授
業
期
間

冬
季
休
業

秋
～
冬
学
期

授
業
期
間

春
季
休
業

春
～
夏
学

授
業
期
間

冬
季
休
業
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卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、日本語・
日本⽂化についての深い理解に⽴ちつつ学際的・国際的視野から新たな学術的成果を⽣み出しそれを実
践的に社会実装するための修練を積み、伝統的かつ最先端の⼈⽂学の知⾒や、日本の⾔語と⽂化に関す
る⾼度な専門性と深い学識、教養・国際性・デザイン⼒に関する下記の能⼒や学識を⾝につけ、所定の
単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に対し、博⼠前期課程では修⼠（日本語・
日本⽂化または学術）、博⼠後期課程では博⼠（日本語・日本⽂化または学術）のいずれかの学位を授与
します。 
 
【博士前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒と豊かな⽂章表現⼒を有し、日本学に関

わる⾼度な専門的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの研究成果を位置づけることのできる深い

学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な総合的な⼈⽂学的

教養、また日本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的で現代的な教養を有している。 
○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの専門的な研究成果

を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾔語能⼒とコミュニケーション・
スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・日本学の各分野において、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料の的確な収集・分析を通して、

解決の道筋を構想できる能⼒を有している。 
・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの研究成果を社会実装す

る道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
 
【博士後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
・明晰な論述能⼒を⾝につけ、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な、⾼度な専門性と⾼度

な研究能⼒を有し、先端的で独創的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って独創的な研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの先端的かつ⾼度に専門的な研究

成果を積極的に位置づけることのできる深い学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる⾼度で幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な⾼度で総合

的な⼈⽂学的教養、また日本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的かつ現代的で⾼
度な教養を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの独創的で⾼度に専

な情報リテラシーを⾝につけ、また複眼的、俯瞰的に思考する⾼度な能⼒を養うことで、対象を多角的
に評価し新たな価値を創造できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な日本語能⼒、日本の⾔語や⽂化についての深い学識を基盤として、豊かなコミュニケ
ーションを実らせる⾼度な多⾔語運用能⼒、他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒、さらに
は⾃⾝の研究成果を広く国際発信しグローバルな知的貢献をなしうる能⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、日本研究の新たな地平を切り開き、その成果を国内外で発信
し社会実装して、日本研究の⽴場からイノベーションに貢献するためのデザイン⼒を養います。 
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卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、日本語・
日本⽂化についての深い理解に⽴ちつつ学際的・国際的視野から新たな学術的成果を⽣み出しそれを実
践的に社会実装するための修練を積み、伝統的かつ最先端の⼈⽂学の知⾒や、日本の⾔語と⽂化に関す
る⾼度な専門性と深い学識、教養・国際性・デザイン⼒に関する下記の能⼒や学識を⾝につけ、所定の
単位を修得し、学位論⽂の審査及び最終試験に合格した学⽣に対し、博⼠前期課程では修⼠（日本語・
日本⽂化または学術）、博⼠後期課程では博⼠（日本語・日本⽂化または学術）のいずれかの学位を授与
します。 
 
【博士前期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
・明解な論旨で⼀貫した構成の論⽂をまとめる確かな論述能⼒と豊かな⽂章表現⼒を有し、日本学に関

わる⾼度な専門的知識を⾝につけ、先端的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの研究成果を位置づけることのできる深い

学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な総合的な⼈⽂学的

教養、また日本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的で現代的な教養を有している。 
○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの専門的な研究成果

を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾔語能⼒とコミュニケーション・
スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・日本学の各分野において、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料の的確な収集・分析を通して、

解決の道筋を構想できる能⼒を有している。 
・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの研究成果を社会実装す

る道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
 
【博士後期課程】 
○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
・明晰な論述能⼒を⾝につけ、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な、⾼度な専門性と⾼度

な研究能⼒を有し、先端的で独創的な研究に取り組んでいる。 
・広い視野に⽴って独創的な研究を遂⾏し、学際的視点からみずからの先端的かつ⾼度に専門的な研究

成果を積極的に位置づけることのできる深い学識を有している。 
○⾼度な教養 
・学問全般にわたる⾼度で幅広い教養と、⾃⽴した研究者ならびに⾼度専門職業⼈に必要な⾼度で総合

的な⼈⽂学的教養、また日本を含む世界の⾔語・⽂化・社会・歴史等に関する学際的かつ現代的で⾼
度な教養を有している。 

○⾼度な国際性 
・国際的視野に⽴って研究を遂⾏し、グローバルな⼈⽂学の展開のなかにみずからの独創的で⾼度に専

な情報リテラシーを⾝につけ、また複眼的、俯瞰的に思考する⾼度な能⼒を養うことで、対象を多角的
に評価し新たな価値を創造できる⼒を養います。 
○⾼度な国際性 

豊かで論理的な日本語能⼒、日本の⾔語や⽂化についての深い学識を基盤として、豊かなコミュニケ
ーションを実らせる⾼度な多⾔語運用能⼒、他者や異⽂化に対する鋭敏な感受性と深い理解⼒、さらに
は⾃⾝の研究成果を広く国際発信しグローバルな知的貢献をなしうる能⼒を涵養します。 
○⾼度なデザイン⼒ 

3 つの分野の特⻑を縦横に組み合わせ、日本研究の新たな地平を切り開き、その成果を国内外で発信
し社会実装して、日本研究の⽴場からイノベーションに貢献するためのデザイン⼒を養います。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、本学
位プログラムのディプロマ・ポリシーに掲げられた能⼒や学識を修得させるため、カリキュラムを以下
の方針で編成します。 

 
【博士前期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

博⼠前期課程を通じて、専門教育、教養教育、国際性涵養教育の 3 つの柱に基づいた科目編成を⾏い、
日本学の最先端かつ⾼度な専門性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を養いま
す。 
 
○専門教育︓学位プログラム「応用日本学」の「専門教育科目」は、⼈⽂学研究科共通の「研究科共通
科目」、日本学専攻共通の「専攻共通科目」、各分野が主体となって開講する「分野開講科目」により構
成されます。 
 
・「研究科共通科目」︓⼈⽂学のあらゆる分野に共通の基礎的な知識と研究の方法論、ならびに諸外国語

を含め、隣接する分野に関する⾼度で幅広い知⾒を培います。特に⼈⽂学研究科の必修科目である「⼈
⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」では、現代の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の知⾒を修得させるとと
もに、問題解決のための思考⼒を涵養します。 

 
・「専攻共通科目」︓英語で日本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科目、英語による研

究発信⼒の強化を目的とする英語アカデミック・スキル科目を選択科目として開講することにより、
日本学専攻の学⽣⼀⼈ひとりがみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒
等を⾼められるようにします。 

 
・「分野開講科目」︓分野ごとに開講される科目ですが、⼀部の⾼度に専門的な科目以外は、他分野の学

⽣も受講することを前提として開講されます。当該分野で必要となる専門知識と研究能⼒を教授する
とともに、専門性に⽴脚する日本学専攻の学術的基盤の共有をも図ります。 

 
・専門教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構想・遂

⾏するよう促し、⾼度な専門性を備えた修⼠論⽂の完成へと導きます。また、交換留学、私費留学、
海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることにより、俯瞰⼒、デ
ザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
○教養教育︓⼈⽂学研究科の必修科目である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含む「⾼度教養教育科目」

により、専門分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する⾼度な教養を培います。 
 
○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科目」により、⾼度な外国語運用能⼒、異⽂化や他者に対す

る感受性と知識を涵養します。 
 

門的な研究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾼度な⾔語能⼒
とコミュニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・日本学の各分野において、先⾏研究を広く踏まえつつ、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料

の的確な収集・分析を通して、独創的かつ先端的なかたちで解決の道筋を構想できる能⼒を有してい
る。 

・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの⾼度な研究成果を効果
的に社会実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

学位プログラム「応用日本学」は、大阪大学と⼈⽂学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、本学
位プログラムのディプロマ・ポリシーに掲げられた能⼒や学識を修得させるため、カリキュラムを以下
の方針で編成します。 

 
【博士前期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

博⼠前期課程を通じて、専門教育、教養教育、国際性涵養教育の 3 つの柱に基づいた科目編成を⾏い、
日本学の最先端かつ⾼度な専門性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、⾼度なデザイン⼒を養いま
す。 
 
○専門教育︓学位プログラム「応用日本学」の「専門教育科目」は、⼈⽂学研究科共通の「研究科共通
科目」、日本学専攻共通の「専攻共通科目」、各分野が主体となって開講する「分野開講科目」により構
成されます。 
 
・「研究科共通科目」︓⼈⽂学のあらゆる分野に共通の基礎的な知識と研究の方法論、ならびに諸外国語

を含め、隣接する分野に関する⾼度で幅広い知⾒を培います。特に⼈⽂学研究科の必修科目である「⼈
⽂学基礎（⼈⽂学と対話）」では、現代の⽂化・社会の諸課題に関する最先端の知⾒を修得させるとと
もに、問題解決のための思考⼒を涵養します。 

 
・「専攻共通科目」︓英語で日本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科目、英語による研

究発信⼒の強化を目的とする英語アカデミック・スキル科目を選択科目として開講することにより、
日本学専攻の学⽣⼀⼈ひとりがみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒
等を⾼められるようにします。 

 
・「分野開講科目」︓分野ごとに開講される科目ですが、⼀部の⾼度に専門的な科目以外は、他分野の学

⽣も受講することを前提として開講されます。当該分野で必要となる専門知識と研究能⼒を教授する
とともに、専門性に⽴脚する日本学専攻の学術的基盤の共有をも図ります。 

 
・専門教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構想・遂

⾏するよう促し、⾼度な専門性を備えた修⼠論⽂の完成へと導きます。また、交換留学、私費留学、
海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることにより、俯瞰⼒、デ
ザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
○教養教育︓⼈⽂学研究科の必修科目である「⼈⽂学基礎（現代の教養）」を含む「⾼度教養教育科目」

により、専門分野以外の学問分野や領域横断的な分野に関する⾼度な教養を培います。 
 
○国際性涵養教育︓「⾼度国際性涵養教育科目」により、⾼度な外国語運用能⼒、異⽂化や他者に対す

る感受性と知識を涵養します。 
 

門的な研究成果を位置づけることができるとともに、それを国際的に発信するための⾼度な⾔語能⼒
とコミュニケーション・スキルを⾝につけている。 

○⾼度なデザイン⼒ 
・日本学の各分野において、先⾏研究を広く踏まえつつ、本質的に重要な課題を発⾒し、データや資料

の的確な収集・分析を通して、独創的かつ先端的なかたちで解決の道筋を構想できる能⼒を有してい
る。 

・国内外のステークホルダーと的確にコミュニケーションを交わし、みずからの⾼度な研究成果を効果
的に社会実装する道筋を構想できる俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒を有している。 
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・「専攻共通科目」︓英語で日本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科目、英語による研
究発信⼒の強化を目的とする英語アカデミック・スキル科目を選択科目として開講することにより、
⼀⼈ひとりの学⽣がみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めら
れるようにします。 

 
・「分野開講科目」︓分野ごとに開講し、当該分野で必要となる⾼度な専門知識と⾼度な研究能⼒を教授

します。 
 
・専門教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構想・遂

⾏するよう促します。また、逐次研究の進捗状況を確認するとともに助⾔を与え、最終年次には⾃⽴
した専門家としての独創性を備えた博⼠論⽂を完成させられるよう導きます。さらに、交換留学、私
費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることにより、俯
瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

博⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、学術
的完成度を⾼めます。 

授業は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習を取り入れつつ、各科目の教授内容に合わせて開講されま
す。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習目標の達成度を基準として、シラバスに記載されてい
る方法により評価します。 
 博⼠論⽂については、当該分野の専門家である複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や
方法の選択の妥当性、論述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性、既存の研究に対する
学術的貢献度の⾼さ、新たな研究分野を切り開こうとする意欲、社会実装への展望などを総合的に判断
し、評価します。 

学位プログラム「応用日本学」のカリキュラムの特徴の１つは、世界中から多様なバックグラウンド
を持った優秀な学⽣を獲得するため、大阪大学で受験する学⽣を対象とするトラック（実践トラック、
4 月入学のみ）とは別に、外国⼈留学⽣を対象とし、海外からの受験を可能とするトラック（専修トラ
ック、10 月入学のみ）が設けられている点です。専修トラックの留学⽣については、実践トラックの
学⽣との修学背景の違いに配慮し、各指導教員が研究指導科目を開講して、きめ細やかな研究指導・履
修指導を⾏い、多様なバックグラウンドを持った学⽣がともに学びともに⾼めあえるようカリキュラム
上の工夫がなされています。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 

学位プログラム「応用日本学」では、「分野開講科目」の履修を通じて、⽐較や交流の観点から日本を
世界的視野のうちに捉え、先端的かつ⾼度に専門的な日本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本
と世界を結ぶことのできる能⼒を養います。この「分野開講科目」には、各分野の専門科目に加え、全
分野共通の基盤となる横断的基礎科目として、総論科目が設けられており、⾃らが専門とする分野の関
連領域についても学べるカリキュラム編成になっています。 

学位プログラム「応用日本学」の「分野開講科目」の授業形式は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習
を取り入れつつ、各科目の教授内容に合わせて、講義、演習などさまざまな形態をとります。いずれの
形態の授業においても、学⽣が資料収集や分析・考察を⾏い、学⽣間で、あるいは学⽣と教員の間で⾃
由闊達な議論がおこなわれるよう工夫されており、研究成果を説得⼒を持って他者にわかりやすく伝え
るデザイン⼒の育成が図られています。 

また日本語・日本⽂化を発信する国際的な場で活躍するために必要な、海外での研究集会やワークシ
ョップの企画・⽴案・交渉・運営にかかわる実践的能⼒を育成するため、海外のジョイントキャンパス
を拠点として、現地で日本語・日本⽂化を専攻する大学院⽣との学術交流会の実施・運営に従事する機
会を提供します。 

修⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、学術
的完成度を⾼めます。 

以上と並⾏して、⼀⼈ひとりの関⼼と必要に応じて「専攻共通科目」を履修することにより、俯瞰
⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めます。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習目標の達成度を基準として、シラバスに記載されてい
る方法により評価します。 
 修⼠論⽂については、複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や方法の妥当性、論述の明
晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博士後期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

博⼠後期課程を通じて、日本学の最先端かつ⾼度な専門性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、
⾼度なデザイン⼒を養い、学術的な貢献度の大きい博⼠論⽂を完成させます。 
 博⼠後期課程の科目は、日本学専攻共通の「専攻共通科目」と、各分野が主体となって開講する「分
野開講科目」とにより構成されます。 
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・「専攻共通科目」︓英語で日本研究の最先端のコンテンツについて講じる英語講義科目、英語による研
究発信⼒の強化を目的とする英語アカデミック・スキル科目を選択科目として開講することにより、
⼀⼈ひとりの学⽣がみずからの必要に応じて俯瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めら
れるようにします。 

 
・「分野開講科目」︓分野ごとに開講し、当該分野で必要となる⾼度な専門知識と⾼度な研究能⼒を教授

します。 
 
・専門教育の⼀環として、年度ごとに研究計画の提出を課すなど、主体的かつ計画的に研究を構想・遂

⾏するよう促します。また、逐次研究の進捗状況を確認するとともに助⾔を与え、最終年次には⾃⽴
した専門家としての独創性を備えた博⼠論⽂を完成させられるよう導きます。さらに、交換留学、私
費留学、海外研修、国内外のインターンシップなどへの参加を積極的にサポートすることにより、俯
瞰⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等の強化を図ります。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

博⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、学術
的完成度を⾼めます。 

授業は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習を取り入れつつ、各科目の教授内容に合わせて開講されま
す。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習目標の達成度を基準として、シラバスに記載されてい
る方法により評価します。 
 博⼠論⽂については、当該分野の専門家である複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や
方法の選択の妥当性、論述の明晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性、既存の研究に対する
学術的貢献度の⾼さ、新たな研究分野を切り開こうとする意欲、社会実装への展望などを総合的に判断
し、評価します。 

学位プログラム「応用日本学」のカリキュラムの特徴の１つは、世界中から多様なバックグラウンド
を持った優秀な学⽣を獲得するため、大阪大学で受験する学⽣を対象とするトラック（実践トラック、
4 月入学のみ）とは別に、外国⼈留学⽣を対象とし、海外からの受験を可能とするトラック（専修トラ
ック、10 月入学のみ）が設けられている点です。専修トラックの留学⽣については、実践トラックの
学⽣との修学背景の違いに配慮し、各指導教員が研究指導科目を開講して、きめ細やかな研究指導・履
修指導を⾏い、多様なバックグラウンドを持った学⽣がともに学びともに⾼めあえるようカリキュラム
上の工夫がなされています。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 

学位プログラム「応用日本学」では、「分野開講科目」の履修を通じて、⽐較や交流の観点から日本を
世界的視野のうちに捉え、先端的かつ⾼度に専門的な日本語・日本⽂化の理解に⽴脚して実践的に日本
と世界を結ぶことのできる能⼒を養います。この「分野開講科目」には、各分野の専門科目に加え、全
分野共通の基盤となる横断的基礎科目として、総論科目が設けられており、⾃らが専門とする分野の関
連領域についても学べるカリキュラム編成になっています。 

学位プログラム「応用日本学」の「分野開講科目」の授業形式は、学⽣⾃⾝による問題解決型の学習
を取り入れつつ、各科目の教授内容に合わせて、講義、演習などさまざまな形態をとります。いずれの
形態の授業においても、学⽣が資料収集や分析・考察を⾏い、学⽣間で、あるいは学⽣と教員の間で⾃
由闊達な議論がおこなわれるよう工夫されており、研究成果を説得⼒を持って他者にわかりやすく伝え
るデザイン⼒の育成が図られています。 

また日本語・日本⽂化を発信する国際的な場で活躍するために必要な、海外での研究集会やワークシ
ョップの企画・⽴案・交渉・運営にかかわる実践的能⼒を育成するため、海外のジョイントキャンパス
を拠点として、現地で日本語・日本⽂化を専攻する大学院⽣との学術交流会の実施・運営に従事する機
会を提供します。 

修⼠論⽂は、主指導教員と副指導教員による綿密な指導を受けながら作成を進めることにより、学術
的完成度を⾼めます。 

以上と並⾏して、⼀⼈ひとりの関⼼と必要に応じて「専攻共通科目」を履修することにより、俯瞰
⼒、デザイン⼒、コミュニケーション⼒等を⾼めます。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 

授業の成績は、シラバスに記載されている学習目標の達成度を基準として、シラバスに記載されてい
る方法により評価します。 
 修⼠論⽂については、複数の審査員が、テーマ設定の妥当性、研究の枠組や方法の妥当性、論述の明
晰さ、資料の選択や解釈の適切性、主張の独⾃性などを総合的に判断し、評価します。 
 
【博士後期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

博⼠後期課程を通じて、日本学の最先端かつ⾼度な専門性と深い学識、⾼度な教養、⾼度な国際性、
⾼度なデザイン⼒を養い、学術的な貢献度の大きい博⼠論⽂を完成させます。 
 博⼠後期課程の科目は、日本学専攻共通の「専攻共通科目」と、各分野が主体となって開講する「分
野開講科目」とにより構成されます。 
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履 修 要 項 

１．教育方法等 

(1) 本研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という） 

によって行い、授業科目、授業時間数及びその単位数は、別表Ⅰ又はⅡのとおりとする。 

(2) 前期課程授業科目の必修・選択の区分、履修方法は別表Ⅳ（標準的履修例）を参照のこと。 

２．指導教員 

学生には、その研究分野に応じて指導教員を定める。 

(1) 前期課程においては、学生１人につき２人の指導教員を定める。 

(2) 後期課程においては、学生１人につき３人の指導教員を定める。 

(3) 指導教員のうち１人を主指導教員とし、その他の指導教員を副指導教員とする。 

３．履修方法 

日本学専攻応用日本学コース 

１．博士前期課程 

博士前期課程での履修方法は、別表Ⅳ（標準的履修例）を参照のこと。また、修了要件単位数等は以下のとおり

である。 

① 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単

位及び日本学専攻の専門教育科目のうちコースごとに別に定める方法により指定する授業科目１２単位以上を含

め、「専門教育科目」を計２１単位以上を修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 研究科規程別表１に定める日本学専攻の専門教育科目 

(3) 研究科規程別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

② 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、「高度国際性涵養教育科目」を計２単位以上

修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で日本学専攻が指定する科目 

(3) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

(4) 国際交流科目で日本学専攻が認める科目 

③ 博士前期課程の学生は、在学期間中に「高度教養教育科目」を１単位以上修得すること。「高度教養教育科目」

に該当する科目は、次のとおりである。 

次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で日本学専攻が指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で日本学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

④ 博士前期課程の学生は、在学期間中に上記①〜③の要件を満たし、科目区分ごとに次の単位数以上を修得した

上で、かつ、総合計３０単位以上を修得すること。履修する科目については、指導教員と相談の上選択するもの

とする。 

・専門教育科目 ２１単位以上 

・高度国際性涵養教育科目 ２単位以上 

・高度教養教育科目 １単位以上 

⑤ 他の研究科の授業科目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修して修得

した単位は、１０単位を超えない範囲で、④の単位数に充当することができる。希望者は当該科目を履修しよう

とする学期の履修登録期間内に、箕面キャンパス２階の教務系事務部（以下「箕面事務部」という。）において

所定の手続を行うこと。 

２．博士後期課程 

博士後期課程の学生は、在学期間中に、次の授業科目のうちから、日本学専攻の専門教育科目のうち、コースの

定めるところにより指定する応用日本学コースの「特別研究」４単位以上を含め、計８単位以上を修得すること。

履修する科目については、指導教員と相談の上選択するものとする。 
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履 修 要 項 

１．教育方法等 

(1) 本研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という） 

によって行い、授業科目、授業時間数及びその単位数は、別表Ⅰ又はⅡのとおりとする。 

(2) 前期課程授業科目の必修・選択の区分、履修方法は別表Ⅳ（標準的履修例）を参照のこと。 

２．指導教員 

学生には、その研究分野に応じて指導教員を定める。 

(1) 前期課程においては、学生１人につき２人の指導教員を定める。 

(2) 後期課程においては、学生１人につき３人の指導教員を定める。 

(3) 指導教員のうち１人を主指導教員とし、その他の指導教員を副指導教員とする。 

３．履修方法 

日本学専攻応用日本学コース 

１．博士前期課程 

博士前期課程での履修方法は、別表Ⅳ（標準的履修例）を参照のこと。また、修了要件単位数等は以下のとおり

である。 

① 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単

位及び日本学専攻の専門教育科目のうちコースごとに別に定める方法により指定する授業科目１２単位以上を含

め、「専門教育科目」を計２１単位以上を修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 研究科規程別表１に定める日本学専攻の専門教育科目 

(3) 研究科規程別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

② 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、「高度国際性涵養教育科目」を計２単位以上

修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で日本学専攻が指定する科目 

(3) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

(4) 国際交流科目で日本学専攻が認める科目 

③ 博士前期課程の学生は、在学期間中に「高度教養教育科目」を１単位以上修得すること。「高度教養教育科目」

に該当する科目は、次のとおりである。 

次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で日本学専攻が指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で日本学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

④ 博士前期課程の学生は、在学期間中に上記①〜③の要件を満たし、科目区分ごとに次の単位数以上を修得した

上で、かつ、総合計３０単位以上を修得すること。履修する科目については、指導教員と相談の上選択するもの

とする。 

・専門教育科目 ２１単位以上 

・高度国際性涵養教育科目 ２単位以上 

・高度教養教育科目 １単位以上 

⑤ 他の研究科の授業科目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修して修得

した単位は、１０単位を超えない範囲で、④の単位数に充当することができる。希望者は当該科目を履修しよう

とする学期の履修登録期間内に、箕面キャンパス２階の教務系事務部（以下「箕面事務部」という。）において

所定の手続を行うこと。 

２．博士後期課程 

博士後期課程の学生は、在学期間中に、次の授業科目のうちから、日本学専攻の専門教育科目のうち、コースの

定めるところにより指定する応用日本学コースの「特別研究」４単位以上を含め、計８単位以上を修得すること。

履修する科目については、指導教員と相談の上選択するものとする。 
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